
　　　 学校という学びの場にふさわしい、動きやすく華美でないものを選びましょう。

　汚れてもよい普段着で、活動しやすく、気温によって調整できるものが最適です。

　けがを予防するため、肩が出ている服は避けてください。

　お子さんの体調や気候に応じて、適宜着用させてください。

　校舎の中では着用しません。

　学校指定の名札を付け、原則として登校後校内では常時左胸につけます。

（下校前に各教室へ名札は置いておきます。1年生はつけ方に慣れるまで家庭で保管します。）

　校章入りの黄色のものを着用します。(男子は野球帽型、女子は登山帽型)

　安全上、登下校時は必ず被らせてください。

靴の内側には名前を記入します。

　白のバレーシューズとします。

かかと部分には、名前を記入します。

　白の半袖(冬は長袖可)シャツ、緑か紺のクォーターパンツ、赤白帽子 4㎝

　(ひさし･ｺﾞﾑ付)を原則とします。シャツの裾はズボンの中に入れます。 西 一

　・シャツの左胸に「縦７㎝×横４㎝で学年・組・氏名」を記入した 7㎝ 成 年

　　名札を付けてください。 東 一

　・体操服を入れる袋は、ロッカーに入れます。 子 組

  水泳の授業の時期が近づいてから改めてお知らせします。

清潔で動きやすい身なりで行います。

　・各自で用意したエプロン、マスク、帽子を着用します。

  自分で着たり、脱いだりできるものをご用意ください。

　・ナフキンは個人で用意します。

　・ナフキンは縦横40cmぐらいのものを持たせてください。

　・寒い日は、体操服の上にジャージ等の着用可。但し普段の服とは区別
　　して、体育用のジャージを持ってきます。

防寒具

  体育時にも使用するので、動きやすい運動靴とします。

名札例

　　　　　　　　　自分の持ち物には名前を書きましょう。

（靴底が厚すぎるものは適しません）
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